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増毛町青年交流会会員募集

集特

C LOS I NG
TH E D I ST ANCE

教育委員会では、

町内の若者の仲間づくりや

交流の場を提供し、

さまざまな交流活動を通じて、

自分の住む地域に誇りと

愛着を持つとともに、

青年団体としての自立、

リーダーの養成を図ることを目的に

【増毛町青年交流会】
を立ち上げました。
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事務局から会員への連絡手段に

スマートフォンアプリ「ＬＩＮＥ」を
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グループトークではなく、

個別に連絡をするので、

他の会員には個人のアカウントは

知られることはありません。
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　「
青
年
」
の
定
義
は
、
様
々
あ
り
ま
す
が
、

増
毛
町
青
年
交
流
会
で
は
、
高
校
生
を
除

く
　
歳
以
上
か
ら
　
代
前
半
の
男
女
を
対

１８

４０

象
に
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、　

歳
か
ら
　
歳
ま
で
約
　
名

１９

４１

４０

が
入
会
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
会
条
件
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。■

目
的
・
活
動
内
容
に
賛
同
で
き
る
方

■
事
務
局
と
連
絡
が
取
れ
る
方
　（※１）

■
暴
力
団
等
の
反
社
会
的
勢
力
の
構
成

員
も
し
く
は
構
成
員
と
関
係
が
な
い
方

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

※１
を
利
用
し
て
い
な
い
方
へ
は
、
電
話
や

文
書
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

　「
増
毛
町
青
年
交
流
会
」
で
は
、
会
員
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
様
々
な
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。
昨
年
度
は
、
発
足
時
に
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
か
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
活
動
し
た
主
な
内
容
は
、
次

の
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
釣
り
」
や
「
登
山
」、「
キ
ャ

ン
プ
」
や
「
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」、
冬
に
は
「
カ
ー
リ

ン
グ
体
験
」
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
会
員
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
随
時
計
画
を
立
て
て
行
き
ま
す
の

で
、
何
か
実
施
し
て
み
た
い
活
動
や
体
験

し
て
み
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
み
ん

な
で
一
緒
に
実
施
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
増
毛
町
に
研
修
生
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
な

ど
で
在
住
し
て
い
る
外
国
の
青
年
た
ち
と

も
交
流
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

昨年度の発足時の様子

昨年度は、秋鮭をさばくなど、「増
毛ならでは」のこともしましたが、
「増毛では体験できないことをみ
んなで一緒に体験する」といった
こともしたいですね。

「
青
年
」
っ
て
何
歳
ま
で
？

 入
会
条
件
は
あ
る
の
？

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？



次回開催事業のお知らせ
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青
年
交
流
会
事
業
は
、
基
本
的
に

平
日
の
夕
方
　
時
　
分
か
ら
活
動
し

１８

３０

ま
す
。

　
交
流
会
活
動
を
通
し
て
、
会
員
の

中
に
は
、「
自
宅
と
職
場
の
往
復

だ
っ
た
毎
日
だ
っ
た
け
ど
、
良
い
刺

激
に
な
っ
た
。」「
増
毛
町
に
来
て
知

り
合
い
が
少
な
か
っ
た
け
ど
、
ま
ち

で
知
っ
て
る
顔
が
増
え
て
良
か
っ

た
。」
と
い
っ
た
方
も
い
ま
す
。

　
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
た
ま
に
は

定
時
に
仕
事
を
切
り
上
げ
て
、
交
流

し
ま
せ
ん
か
？

『
わ
た
し
、 定
時
で
帰
り
ま
す
 。 』

　
秋
に
な
り
、
米
の
収
穫
や
秋
鮭
が

獲
れ
る
時
期
と
な
り
、「
釣
り
を
し

た
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
釣
っ
て
も
さ
ば
け
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
ま
ず
は
鮭
を
さ
ば
く

こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
い
く
ら
の
醤
油
漬
け
を
つ
く
り
、

身
を
ほ
ぐ
し
て
フ
レ
ー
ク
に
し
、
収

穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
お
米
を
使
っ
て

鮭
の
親
子
丼
を
つ
く
り
ま
し
た
。
会

員
同
士
協
力
し
合
っ
て
、
無
事
に
美

味
し
い
親
子
丼
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
釣
る
と
こ
ろ
か
ら
挑
戦
し

て
み
た
い
で
す
ね
。

昨
年
度
の
主
な
活
動

『
プ
チ
新
米
試
食
会
・
鮭
の

 親
子
丼
を
つ
く
ろ
う
』

完成した「鮭の親子丼」
いくらは増毛醤油で醤油漬けにしました

　
年
末
に
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
、

そ
の
後
、
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
忘

年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
軽
ス

ポ
ー
ツ
「
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
」
で
は
、

白
熱
の
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
忘

年
会
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
米
ど
こ
ろ
増
毛
町
で
す
が
、
せ
っ

か
く
の
美
味
し
い
お
米
を
保
存
状
態

で
悪
く
し
て
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
ん
な
わ
け
で
、
講
師
を
招
い
て

お
米
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
町
内
の

水
産
加
工
品
と
共
に
精
米
日
の
違
う

お
米
を
食
べ
比
べ
し
ま
し
た
。

『
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
＆

 　
　
　
　
　
　
　
忘
年
会
』

『
米
の
鮮
度
実
験
＆

 　
　
　
食
べ
比
べ
懇
親
会
』

お米の鮮度を図る実験。
古いお米はみるみるうちに…

『 リバーサイドでキャンプ（ＢＢＱ）しよう』
日　時：令和元年６月１４日（金）１８時３０分～

　　　　センターハウス集合

　　　　Ｂ Ｂ Ｑ：２１時３０分ごろ解散予定

　　　　キャンプ：翌１５日朝１０時ごろ解散予定

　　　　（ＢＢＱのみの参加も可能です。）

負担金：１人１，０００円（当日徴収します）

　芝生の広場まで行ったことがある人は多いと思いますが、

その奥のキャンプサイトに行ったことはありますか？

　キャンパー達にも評判の増毛町が誇るオートキャンプ場を利

用して、みんなで美味しいものを食べながら交流しましょう！

※飲酒を伴うため、希望される方は送迎いたします。

【申込締切】令和元年６月１０日（月）まで

今回の記事を読んで、増毛町青年交

流会に興味を持った方がおりました

ら、お気軽にお問い合わせください。

入会を希望される場合も、上記ＱＲ

コードを読み込んで、その後表示される

必要事項を入力して送信してください。

【お電話でのお問い合わせ先】

　教育委員会地域学習課社会教育係

（５３－２４２７）

増毛町青年交流会お問い合わせ用

ＬＩＮＥアカウントのお知らせ



　平成３１年４月１６日に告示さ

れた増毛町議会議員選挙では、

定数１１名に対し１２名の立候補

の届出があり、以後５日間に

わたり選挙戦が繰り広げられ

ました。

　４月２１日の日曜日に行われ

た投票では、前回選挙にはお

よばなかったものの、８０％を

越える投票率となり、同日２０

時３０分から文化センター大ホールで

開票作業が行われました。

　なお、投票結果・開票結果につい

ては、左記および下記の表のとおり

となっております。
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開 票 結 果（平成３１年４月２１日執行）

得票数新現元別党　派職　　業年齢性別候補者氏名当落の別

３７２新無所属会社役員６７男合羽井　達　男当

３５４現無所属会社役員５４女小　田　　　緑当

３３６元無所属無　　職５６男上　野　　　剛当

３１１現無所属会 社 員３８男松　倉　清　道当

２６２現無所属税理士事務所々員６４男菅　原　幸　弘当

２５２現無所属会 社 員６５女大　井　紀美惠当

２１６現無所属無　　職６４男酒　井　倫　明当

２１４現無所属クリーニング委託取継７７男西　山　征　二当

２０２現無所属漁　　業６２男飛　内　眞　吾当

１９４新無所属無　　職６７男川　島　　　優当

１９３現無所属小 売 業６９男岩　崎　俊　一当

１３８現無所属会 社 員６５男土　橋　文　夫落

投 票 結 果（平成３１年４月２１日執行）

計女男区　　分

３，７３９人２，０６１人１，６７８人選挙当日の有権者数

３，０５６人１，６９７人１，３５９人投票者数

６８３人３６４人３１９人棄権者数

８１.７３％８２.３４％８０.９９％投票率

８２.９５％８３.４９％８２.２７％（前回投票率）

 岩 　 崎 　 俊 　 一 
いわ さき しゅん いち

現（無所属）

 上 　 野 　　　 剛 
うえ の つよし

元（無所属）

 大 　 井 　 紀  美  惠 
おお い き み え

現（無所属）

 合  羽  井 　 達 　 男 
か わ い たつ お

新（無所属）

 川 　 島 　　　 優 
かわ しま まさる

新（無所属）

 酒 　 井 　 倫 　 明 
さか い みち あき

現（無所属）

 飛 　 内 　 眞 　 吾 
とび ない しん ご

現（無所属）

 西 　 山 　 征 　 二 
にし やま せい じ

現（無所属）

 松 　 倉 　 清 　 道 
まつ くら きよ みち

現（無所属）

 小 　 田 　　　
お だ

 緑 
みどり

現（無所属）

 菅 　 原 　 幸 　 弘 
すが わら ゆき ひろ

現（無所属）

町町町町町町町町
議議議議議議議議
会会会会会会会会
議議議議議議議議
員員員員員員員員
のののののののの
紹紹紹紹紹紹紹紹

町
議
会
議
員
の
紹
介介介介介介介介介
（
　
　
　
）

敬
称
略

　
音
順
 

５０
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　５月11日から増毛産の洋なしを使用した「増毛町産洋なしア

イスバー」をコンビニ道内最大手のセコマ（札幌）が発売しまし

た。羽幌町のダイマル乳品（寺崎寿哉社長）が製造し、道内外

のセイコーマート全店で販売され、価格は１個129円（税込）

で12万個限定の販売。ダイマル乳品によると、アイスバーは洋

なし「パートレット」を皮ごとすりつぶし、果汁15％を使用し、

爽やかな甘酸っぱさと味わい深い食感となっています。

増毛産の洋なしを使用したアイスバーが発売に！

　５月16日、クリーン作戦が実施され、町職員をはじめ町内の

自治会や団体、スポーツ少年団などから約300人が参加しまし

た。

　朱文別川河口付近、舎熊セイコーマート前浜、市街地海岸線

などを中心に行われ、散乱している空き缶やペットボトルなど

のゴミを拾い集めました。

　１時間ほどの作業で約 １．６トンものゴミを回収した結果、海

岸線を中心にマチの景観は良くなりました。

ゴミのない、綺麗なマチにしましょう！ クリーン作戦

　５月16日、桜植樹祭が開催され、増毛ライオンズクラブ会員や

留萌南部森林組合の職員、町職員ら約20名により増毛駅構内に

20本の桜の木が植樹されました。

　ニトリ北海道応援基金からの助成を受けて、八重桜、ニトリザ

クラ（㈱ニトリが発見した新種の桜）合わせて20本の苗木が用意

されての実施。堀町長は「増毛は桜が似合うマチだと思っている。

今後も続け、増毛の歴史的な街並みに似合う桜を残していきた

い」と述べました。

　また、道では平成30年12月25日に北海道植樹の日・育樹の日

条例が施行され、５月第２土曜日を「植樹の日」と制定しました。

歴史的街並みに桜２０本を植樹 桜植樹祭

　５月11日、「健康ましけウォーキング2019」が開催されました。

参加者108名は増毛駅を出発し、海を眺めながら廃線となった線

路や国指定重要文化財の旧商家丸一本間家などが建ち並ぶ「ふる

さと歴史通り」を通る約７㎞のコースをウォーキングしました。

　参加者の方にお話を聞くと、「天気も良く爽やかな汗をかきな

がら増毛の春を楽しみました」、「友人と会話を楽しみながら、普

段歩くことが出来ない線路が歩けて楽しかったです」と笑顔を見

せていました。

増毛の春を堪能しながら爽やかな汗 健康ましけウォーキング2019

題話のちま
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　５月１９日、町消防本部（阿部健一消防長）と町消防団（横内新

樹団長）合同の令和元年度消防総合演習が文化センター駐車場で

開催されました。

　総合演習には町消防本部職員１６人、団員９９人が参加。人員報告

に続き、統監者である堀町長や来賓の観閲を受けました。

　更新車両紹介では、２２年ぶりに導入されたポンプ付救助工作車

の概要・仕様説明が行われました。新しいポンプ付救助工作車は、

ポンプ車に救助用資機材を積載した消防車両で、火災や救助を必

要とする交通事故などにも対応が可能となっています。

　更新車両紹介の後は、救助展示訓練、防御訓練が実施され、職

員・団員は日頃の訓練の成果を披露しました。

　また、４月２６日には、更新されたポンプ付救助工作車の入魂式

が町消防本部増毛町消防署で行われました。

消防職員・団員 日頃の訓練の成果を発揮 令和元年度消防総合演習

▲防御訓練

　４月１９日、認定こども園あっぷるの園児８３人に北日本水産物株式

会社（田谷克頼社長）より、同社の味付けかずの子が贈られました。

　この取り組みは、北海道水産加工協同組合連合会が平成２７年に５

月５日のこどもの日を「かずの子の日」と制定したのを受け、地元

の子どもたちへかずの子の知名度向上と消費拡大を目的に、平成２８

年度から行われており今年で４回目。

　田谷社長からパッケージに鯉のぼりの絵が印刷されたかずの子が

手渡されると園児たちは元気な声でお礼を述べていました。

かずの子を食べて元気に育って 認定こども園あっぷるの園児へかずの子を寄贈

▲来賓の観閲を受ける団員

▲ポンプ付救助工作車 入魂式 ▲救助展示訓練

　５月１９日、「ましけキッズ体験隊２０１９」の開校式が文化センター

で開催されました。開校式では、１年間の活動計画や決まり事の

説明、講師紹介が行われました。

　開校式終了後には、第２回事業の基礎工作が３つのクラスに分

かれて実施。１、２年生のクラスでは、親子で「手形アート」に

挑戦。手形でカニや鳥、ゾウなどの動物を描きました。３、４年

生のクラスは、レジン工作。５、６年生のクラスでは、バスボム

作りを行い、子どもたちは楽しい時間を過ごしました。

子どもたち工作を楽しむ ましけキッズ体験隊2019開校式・基礎工作

▲更新車両紹介

題話のちま
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▲増毛漁業協同組合　青年部

▲増毛漁業協同組合 ▲「増毛町」名掲出ヘルメット

▲認定こども園あっぷる

▲春の大型連休おもてなし事業

北
海
道
日
本
ハ
 ム
フ
 ァ
 イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
事
業

町
内
で
は
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用

試
合
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
「
増
毛
町
」
名
が
掲
出

▲健康ましけウォーキング

　北海道日本ハムファイターズで開催さ

れた４月２７日～５月１２日までの「北海道

シリーズ2019～ＷＥ ＬＯＶＥ ＨＯＫＫＡ

ＩＤＯ」では、選手たちは通常の白色のユ

ニフォームではなく、緑色のユニフォー

ムを着用して試合が行われました。緑色

のユニフォームには「新時代緑（ニュー

グリーン）」という名前が付けられており、

平成から令和という新しい時代に移り変

わる歴史的な瞬間に、立ち会った選手た

ちが「新時代緑（ニューグリーン）」を身

にまとい、新たな歴史を作るためにグラ

ウンドを駆け巡るという意味が込められ

ています。

　増毛町では、「北海道シリーズ2019～

ＷＥ ＬＯＶＥ ＨＯＫＫＡＩＤＯ」に合わせて、

応援大使である西川遥輝選手と杉浦稔大

選手と同じユニフォームを町内のイベン

トや仕事場で着用し、ファイターズを応

援しました。

　また、５月９日、１０日の試合では、選

手たちが使用するヘルメットに「増毛町」

名が掲出され、試合が行われました。

可Ｈ.Ｎ.Ｆ .
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　６月に入り本格的な観光シーズンを迎えようと

している増毛町ですが、これから様々な犯罪が起

こりやすい時期にさしかかります。昨年はタイヤ

の窃盗被害等が数件発生しており、今年度も町内

各団体や警察・行政との連携を図りながら、町民

一人ひとりの防犯意識をより高めていくことが必

要です。

　町防犯協会では、５月11日から20日までの「春

の全国地域安全運動」に合わせて、パトロール活

動強化の一環として、留萌警察署・増毛駐在所員

の協力のもと、自動車診断、住宅診断を行いまし

た。診断結果は次の通りです。

みんなでつくろう ！ 犯罪のない安心・安全なまち

●差引残高　38，433円（次年度へ繰越）

　　上記のとおり収支決算を報告します。

増毛町防犯協会 会長　合羽井　達男

比較Ｈ29Ｈ30罪　　種
０００暴行

凶悪犯 ０００傷害
０００小　計
０００忍び込み

侵 入

窃 盗

０００空き巣
０００事務所荒らし
０００出店荒らし
０００倉庫荒らし
０００その他
０００小　計

△ ２３１車上狙い

非侵入

窃 盗

０００自販機狙い
△ １１０自動車盗
０００自転車盗
２０２タイヤ盗
０００万引き

△ ２２０その他
△ ３６３小　計
０００詐欺横領

その他

１０１建造物侵入
１０１暴行
０００住居侵入

△ ３３０器物損壊
０００その他

△ １３２小　計
△ ４９５合　　計

増毛町内刑法犯発生状況（平成30年）

　◇ 自動車診断 ◇　
実施日時：５月15日（水）19時～
実施場所：市街地区東部（野塚町、永寿町、南永

寿町、稲葉海岸町、稲葉町、港町、弁
天町）

調査台数：計235台　 ドアの施錠なし：65台
　　　　　（うち、エンジンキーがついたまま

の状態が29台）

　敷地内だからと安心せず、しっかりと施錠し、
車内には貴重品などの荷物を置かないようにし
ましょう。

　◇ 住宅診断 ◇　
実施日時：５月18日（土）13時30分～
実施場所：市街地区中部（栄町、畠中町、南畠

中町、暑寒町、南暑寒町）、阿分地区
調査戸数：計388戸　　良好：271戸
かぎのかけ忘れ（在宅しているが施錠なし）：99戸
戸締不完全（不在で施錠なし）：18戸

　昼間だから、近所に外出するからと油断せず
に在宅中でも施錠する習慣をつけましょう。

滑
５
月
　
日
に
実
施
し
た
町
防
犯
協
会
に

１８

よ
る
住
宅
診
断
の
様
子

平成30年度 増毛町防犯協会収支決算書

内　訳金　額科　目

町補助金142，000町 補 助 金

団体賛助金（92団体）
1，210，400賛 助 金

自治会賛助金（1，771戸）

港祭り防犯対策費等158，002雑 収 入

防犯協会基金100，000基 金 繰 入 金

前年度繰越金49，706繰 越 金

1，660，108合 計

内　訳金　額科　目

総会、旅費等12，580会 議 費

事務用品費103，523事 務 費

パトロール、活動費等1，368，247事 業 費

光熱水費、除雪費等45，147防犯センター管理費

広告料、各種負担金等92，178諸 支 出 金

予備費0予 備 費

1，621，675合 計

◇支出の部 （単位：円）

◇収入の部 （単位：円）
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増
毛
町
で
は
、
平
成
　
年
８
月
　
日
の
死
亡
事
故
以
来
、
交
通
死
亡
事
故

２４

１５

死
ゼ
ロ
が
継
続
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
　
日
に
交
通
死
亡
事
故
が

２６

発
生
し
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
が
２
埀４
１
３
日
で
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
今
後

と
も
町
交
通
安
全
協
会
や
警
察
、
学
校
等
の
関
係
機
関
と
協
力
し
、
交
通
事

故
防
止
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
や
高
齢
者
等
の
安
全
確
保
や
町
民
一
人
ひ
と

り
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

平成30年度 増毛町交通安全協会収支決算書

内　　訳金　額科　　目

一般会費、自治会賛助金等1，200，150会 費

町補助金229，000町 補 助 金

支部配布資材一部負担金等147，002雑 収 入

交通安全協会基金0基 金 繰 入 金

前年度繰越金210，556繰 越 金

その他の収入0寄 付 金

1，786，708合　 計

◇支出の部

◇収入の部

●差引残高　244，985円（次年度へ繰越）

　　上記のとおり収支決算を報告します。

増毛町交通安全協会　会長　三上　晴夫

内　　訳金　額科　　目

総会、役員会等賄料192，828会 議 費

啓発資材購入等559，669啓 発 費

看板等設置資材修理等72，672施設及び資材代

支部活動費交付金等464，025助成金及び交付金

会議出席旅費43，840旅 費

事務用品費等75，601事 務 費

留萌地区交通安全協会連合会43，432負 担 金

周年記念事業積立金0積 立 金

広告料、慶弔費等89，656雑 費

0予 備 費

防犯交通センター改修費寄附金0寄 附 金

1，541，723合 計

（単位：円）

（単位：円）

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
運
動

～
一
日
一
日
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
～

　
増
毛
町
の
山
岳
遭
難
事
故
は
、
過
去
５
年
間
で
　
件
発
生
し
、
そ
の
う

１５

ち
の
６
件
は
タ
ケ
ノ
コ
採
り
な
ど
の
山
菜
採
り
で
山
に
迷
う
遭
難
で
す
。

　
増
毛
町
で
は
捜
索
活
動
に
係
る
費
用
の
一
部
を
遭
難
者
に
負
担
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　
山
菜
採
り
で
入
山
す
る
場
合
は
、
慣
れ
た
山
で
も
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
熊
の
対
策
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

～
捜
索
費
用
の
一
部
は
自
己
負
担
～

要
注
意
！
 タ
ケ
ノ
コ
採
り
遭
難

１．詳しい行き先と帰宅予定時間
を必ず家族などに知らせる。
２．単独での入山をできるだけや
め、同行者との位置を互いに確
認する。
３．目立つ服装（赤・黄色系）に配
慮し、天候の急変に備え雨具や
保温効果の高い被服を携行する。
４．携帯電話、笛、鈴、ラジオ、
非常食などを携行する。
５．迷ったら自分の位置を冷静に
判断し、落ち着いて行動する。
むやみに歩き回らないで、捜索
隊に発見されやすい場所を探す。
笛、ラジオ、鏡の反射などで捜
索隊への合図をする。

山菜採りの心構え５ヵ条
（北海道警察本部提供）

●
昨
年
の
事
案

　
信
砂
御
料
で
山
菜
採
り
に
入
っ

た
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
１
名
が
遭
難
。

約
　
時
間
後
に
地
力
で
道
道
稲
田

１１
線
に
出
て
き
た
と
こ
ろ
を
巡
回
中

の
警
察
が
発
見
。

■
問
合
せ
先

・
増
毛
町
山
岳
遭
難
防
止
対
策

　
協
議
会（
役
場
商
工
観
光
課
）

　（
電
話
 ５
３
倆
３
３
３
２
）

・
留
萌
警
察
署

　（
電
話
 ４
２
倆
０
１
１
０
）
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健康づくり教室
◇◆◇ ６、７月の各教室は

下記の日程で行います。◇◆◇

健康寿命延伸事業

※種目名の後ろの☆マークは運動強度を表します。（☆が多いほど“つらい”と感じる）
◇参加は無料で、予約は必要ありませんのでお気軽にご参加ください。

【問合せ先】役場町民課保険年金係（電話 53－1113）

（☆☆）
・内　容：ヨガにストレッチ要素を追加
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：火曜日
・日にち： ６月　11日、18日、25日
　　　　　 ７月　２日、９日

◎ストレッチヨガ

（☆☆☆）
・内　容：音楽に合わせてエクササイズ
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：木曜日
・日にち： ６月　13日、20日、27日
　　　　　 ７月　４日、11日

◎リズムエクサ

（☆）
・内　容：関節痛などの改善
・会　場：保健センター
・時　間：10時30分～11時30分
・曜　日：火曜日
・日にち： ６月　11日、18日
　　　　　 ７月　２日、９日

◎関節健康トレーニング

【氏　名】嘉門　宏美

【年　齢】36歳

【職　業】自営業（新規就農予定）

【入団日】平成31年４月１日

　増毛町では、若い消防団員が足りません。（阿分地区・信砂地区）

　私達が住むこの町を私達の手で一緒に守りませんか？

　少しでも興味を持った方、入団希望者は下記までご連絡ください。

【問合せ先】増毛町消防本部（電話 53－2175）　

☆★☆ 新入消防団員紹介 ☆★☆

　増毛町に地域おこし協力隊として移住してから４年目に

入り、一町民として、特に昨年のような地震や災害などの

有事の時に、お世話になってきた地域の役に立てること、

そして恩返しができることを考えたとき、その中の一つに

消防団活動がありました。

　消防団については、山岳会などの仲間達から話を聞いて

興味を持っていたこともあり、入団することを決めました。

実際の活動については、わからないことだらけですが、少

しずつ学びながら、地域貢献できるよう訓練していきたい

と思います。

◆消防団へ入団を決めたきっかけは？
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増
毛
町
で
は
、
令
和
２
年
度

に
お
い
て
一
般
事
務
職
員
１
名

（
上
級
）
を
採
用
す
る
予
定
で

す
。
採
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
日
程
で
行
わ
れ
る
職
員
採

用
資
格
試
験
を
受
験
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
期
間

　
５
月
　
日（
月
）

２０

　
　
　
～
６
月
　
日（
金
）

２８

■
第
１
次
試
験
日

　
７
月
　
日（
日
）

２８

■
試
験
地
　
羽
幌
町

■
そ
の
他

　
職
務
内
容
・
受
験
資
格
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
「
令
和
２
年

度
留
萌
管
内
町
村
職
員
採
用
資

格
試
験
案
内
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
増
毛
町
役
場
総

務
課
に
請
求
す
る
か
、
増
毛
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し

て
く
だ
さ
い
。

　
増
毛
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ

 
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

　
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局

や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
受
験
資
格

　
高
卒
見
込
の
者
及
び
高
卒
後

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

■
申
込
受
付
期
間

１
坩
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
６
月
　
日（
月
）

１７

　
　
　
～
６
月
　
日（
水
）

２６

　
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

２
坩
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

が
で
き
な
い
場
合

　
人
事
院
北
海
道
事
務
局

　
電
話
０
１
１
倆
２
４
１
倆
１

２
４
８

■
第
１
次
試
験

　
９
月
１
日（
日
）

■
第
２
次
試
験

　
月
９
日（
水
）～
　
月
　
日

１０

１０

１８

（
金
）の
う
ち
指
定
す
る
日

 
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採

用
担
当
（
電
話
０
１
１
倆
２

３
１
倆
５
０
１
１
　
内
線
２

３
１
５
）

【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間
　

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

①
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

　
３
交
替
制
の
勤
務

②
日
勤
職
員

　
日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

③
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

①
フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員
　

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
６
埀７
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
４
１
埀８
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
６
埀５
０
０
円
以
上

②
パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　
 ８
９
０
円

・
日
給
　
６
埀９
０
０
円

③
食
事
介
助
パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　

　
９
５
０
円（
初
任
者
研
修
）

　
１
埀０
５
０
円（
介
護
福
祉
士
）

■
手
当

　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま

す
。（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

≪この欄は、有料で商業広告などを掲載しています。≫

〒077－0214　
北海道増毛郡増毛町畠中町５丁目
ＴＥＬ 0164－53－9000
ＦＡＸ 0164－53－9090

唐木屋ファーマシー
調剤薬局

○全国どこの病院からの処方せんでも

受け付けております。

○お家にお薬余っていませんか？

余っているお薬のご相談もお気軽にどうぞ。

○お薬の数が多くて管理が大変だ……

服用しやすい様にまとめることも出来ます。

報のしら暮 情

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び
夜
間

診
療
は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
宮
園
町
１
丁
目

　
電
話
 ４
２
倆
１
６
６
０
）

藤
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
６
月
９
日
】

日
曜
当
番
医
（
留
萌
市
）

ｈ
ｔｔ
ｐ
ｓ：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
．

ｍ
ａ
ｓ
ｈｉｋ
ｅ
．ｈ
ｏ
ｋ
ｋ
ａｉｄ
ｏ
．ｊｐ

ｈｔｔｐ：
//ｗ
ｗ
ｗ
.ｊｉｎｊｉ

－ｓｈｉｋ
ｅ
ｎ
.

ｇ
ｏ
.ｊｐ
/ｊｕ
ｋ
ｅ
ｎ
.ｈｔ
ｍ
ｌ

税
務
職
員

試

験

増
毛
町
職
員
（
上
級
）

募

集

町
立
明
和
園
臨
時
職
員



　
町
営
住
宅
に
空
き
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
住
宅
所
在
地

①
南
暑
寒
町
５
丁
目

②
暑
寒
町
４
丁
目

■
団
地
名
・
募
集
戸
数

①
南
暑
寒
５
丁
目
団
地
　
５
戸

②
暑
寒
共
栄
団
地
　
１
戸

※
①
②
は
全
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
住
宅
料

①
②
１
３
埀９
０
０
円

　
　
～
２
６
埀８
０
０
円
程
度

※
年
間
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
資
格
要
件

①
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
収
入
基
準
を
超
え
て
い
な
い

こ
と（
所
得
が
月
額
１
５
８
埀

０
０
０
円
以
下
）

③
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

■
申
込
方
法

　
役
場
建
設
課
建
築
係
で
申
込

書
を
受
取
り
、
関
係
書
類
を
添

え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
建
設
課
・
建
築
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
５
）

　「
砕
石
事
業
所
」
と
聞
け
ば
、

道
路
・
港
工
事
で
使
用
す
る
砕

石
を
販
売
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
と
思
い
ま
す
が
、
家
庭

で
気
軽
に
利
用
で
き
る
砕
石
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
は
、
増
毛
町
営
黒

岩
砕
石
事
業
所
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
販
売
価
格
な
ど
詳
し
い
情
報

に
つ
い
て
は
、「
増
毛
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
企
業
課
」
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　
運
搬
方
法
に
困
っ
て
い
る
方

の
ご
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
増
毛
町
営
黒
岩
砕
石
事
業
所

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
４
４
）

　
７
月
、
８
月
の
金
曜
日
は
元

陣
屋
の
開
館
時
間
を
　
時
ま
で

１９

延
長
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
総
合
交
流
促
進
施
設
元
陣
屋

　（
電
話
 ５
３
倆
３
５
２
２
）

　
増
毛
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９
を
開
催
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ

　
み
ん
な
に
伝
え
た
い
増
毛
の

魅
力

■
募
集
期
間

６
月
５
日（
水
）～
９
月
　
日
３０

（
月
）必
着

■
賞
・
賞
品

・
最
優
秀
賞
（
１
点
以
内
）

　
　
　
３
万
円
相
当
の
賞
品

・
優
秀
賞
（
２
点
程
度
）

　
　
　
１
万
円
相
当
の
賞
品

・
入
選
（
４
点
程
度
）

　
　
　
５
千
円
相
当
の
賞
品

■
そ
の
他

　
応
募
規
定
や
応
募
方
法
等
に

つ
き
ま
し
て
は
広
報
６
月
号
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　
役
場
町
民
課
・
町
民
環
境
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

　
７
月
１
日（
更
生
保
護
の
日
）

か
ら
１
ヵ
月
間
は
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
強
化
月
間
で

す
。
　
地
域
住
民
の
連
携
を
強
め
、

犯
罪
や
非
行
を
抑
制
す
る
力
を

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

主
な
活
動

☆
街
頭
啓
発
活
動

☆
児
童
生
徒
「
標
語
・
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
」

 
留
萌
地
区
保
護
司
会
（
留
萌

市
・
増
毛
町
・
小
平
町
）（
留

萌
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）

　（
電
話
 ４
２
倆
０
０
５
５
）

広報ましけ　2019．06 １２

お
知
ら
せ

報のしら暮 情

☆
家
の
前
や
駐
車
場
に
水
た
ま

り
が
で
き
て
、
泥
や
水
が
は

ね
て
困
っ
て
い
る
。

☆
雪
の
重
み
や
除
雪
で
、
砂
利

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

困
っ
て
い
る
。

町
営
住
宅
空
家
情
報

（
６
月
１
日
現
在
）

砕
石
の
販
売
に
つ
い
て

増
毛
町
で
石
を
買
い
ま
せ
ん
か

元
陣
屋
の
開
館
時
間
の

延
長
に
つ
い
て

増
毛
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９
の
開
催
に
つ
い
て

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
化
月
間

 役場町民課町民環境係（電話５３－１１１２）

不法投棄 は
　不法投棄は、５年以下の懲役もしくは

１，０００万円以下の罰金に処せられます。

　最近、川や海へ生ゴミなどを捨てられ

ている状況を見かけます。

　不法投棄は犯罪です。不法投棄の現場

を見つけたら、警察に通報してください。

新着本案内   総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　ペンギンのククーは、パパとマ

マのお腹の下が大のお気に入り。

ところが、このお気に入りの場所

が、生まれたばかりの卵に奪われ

てしまいます。そこで、ククーは

自分も卵に変身することに…。

ぼくのばしょなのに 刀根　里衣 作・絵平野　啓一郎 著

　弁護士の城戸は、かつての依頼人の

女性から奇妙な相談を受ける。「事故

死した夫は全くの別人であった」と言

うのだ。この男について調べていくう

ちに、様々な問題が浮かび上がってく

る。【第７０回読売文学賞受賞作】

ある男








